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      月 日 
史 料 

正月朔日 
（1604.1.31） 

七月五日 
（1604.7.31） 

七月廿五日 
（1604.8.20） 

八月四日 
（1604.8.28） 

当代記 曇、夜半以後大雪、元日
より八日九日まて寒、其
後暖氣、 

此日夕立甚、佐和山普請
場へ雷落、随分之者伊勢
衆三人、其外十人死、五
三十も手負在レ之由也、 

甲戌、戌刻夕立甚、近年
如レ此急雨無レ之、夥雨
也、 

壬午、酉の時より大風、
誰そ時迄は雨少降時も
在レ之、戌刻より雨不レ

降、風計也、諸國失毛不
レ可二勝計一、 

Ａ 義演准后日記 一日、天快晴／ 二日、
天霽 

五日＜天気不記＞／ 六
日、大夕立 

廿五日＜記事なし＞／ 
廿六日＜天気不記＞／ 
廿七日、大夕立 

四日、雨／ 五日、雨 

Ｂ 言経卿記 一日、晴陰／ 二日、早
暁雪、晴陰 

五日、天晴／ 六日、天
晴、大夕立、雷三所落
云  々

廿五日、天晴／ 廿六日
＜日付･天気なし＞ 

四日、雨／ 五日、雨 

Ｃ 御湯殿上日記 一日、はるゝ／ 二日、
雪ふる 
 

五日＜天気不記＞／ 六
日、夕たち、かみなる  
＜ママ＞ 

廿五日、はるゝ、よるふ
る／ 廿六日、雨ふる／ 
廿七日、はるゝ、ふる、
かみなる＜ママ＞ 

四日、ふる／ 五日、ふ
る 

Ｄ 慶長日件録 一日／二日＜天気不記＞ 五日、晴／ 六日、晴、
＜中略＞未刻夕立如車
軸、入夜晴 

廿五日、晴、＜中略＞及
黄昏夕立／ 廿六日、晴、
＜中略＞及晩雨降／廿七
日、晴、＜中略＞及晩大
雨降、幾度降 

四日、雨降／ 五日、雨
降． 

Ｅ 時慶記 
 

一日、天晴／ 二日、暁
天ヨリ雪大降、午晴 

五日、天晴、暑甚、雷鳴
して不降／ 六日、天晴、
暑甚、未下刻ニ大雷、大
雨降大地湿 

廿五日、天晴、暑同、 
＜中略＞及夜忽ニ雷鳴雷
して雨降／ 廿六日、天
未晴、＜中略＞大ニ夕立
雷鳴候／ 廿七日、天晴、
午後夕立雷鳴及夜 

四日、雨止、晩大風／五
日、雨天 

Ｆ 舜旧記 一日、天晴／ 二日、雪
降 

五日、天晴／ 六日、天
晴、晩夕立、雷鳴 

廿五日＜記事なし＞／ 
廿六日、天晴／ 廿七日
＜記事なし＞ 

四日、曇、＜中略＞及暮
雨降／ 五日＜記事なし
＞ 

G 鹿苑日録 元日、自朝陰、雖然雨不
降／ 二日、自朝深雪、
＜中略＞雪之積已六七
寸、及辰尾未晴、不知後
刻、自午時雪晴 

五日、自朝晴天／ 六
日、自朝晴天、及申尾乍
雨、及酉頭快晴、且蘇草
木者、不堪欣然 

廿五、自朝晴天／ 廿六、
自朝晴天 

四日、自朝陰、時々吹
雨、疾風不斜、只恐作大
風乎、雖然頃刻止／五
日、自朝陰、風吹面寒 

 注： 記事の多寡にかかわらず天気記事のみを記す．干支も省略した．複数日の記事を記す場合，日付の区切りを「／」で示す．「して」
の略字を表記できないので平仮名で書いた．＜ ＞ 内は本論文著者 (石橋) の注記である． <to be continued>
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 <continued> 

      月 日 
史 料 

十一月十八日 
（1605.1.7） 

十一月廿日 
（1605.1.9） 

十一月廿九日 
（1605.1.18） 

十二月十一日 
（1605.1.29） 

当代記 寒に入、翌朝少雪ふ
る、 

廿日夜廿一朝迄大雪、 晩より大雨、 夜より日々十六日迄雪ふる、但
積事はさしてなし、 

Ａ 義演准后日記 十八日＜天気不記＞／
十九日＜記事なし＞ 

廿日／ 廿一日＜天気
不記＞ 

廿九日＜天気不記＞／
十二月朔日、晴 

十一日／ 十二日／ 十四日＜記
事なし＞ 
十三日／ 十五日／ 十六日＜天
気不記＞ 

Ｂ 言経卿記 十八日、晴、小寒入／ 
十九日、天晴 

廿日＜天気不記＞／ 
廿一日、天晴 

廿九日、晴／ 十二月
一日、晴陰 

十一日、雪、天晴／ 十二日、天
晴／ 十三日、天晴／ 十四日、
天晴／ 十五日、天晴／ 十六日、
晴、晩雪 

Ｃ 御湯殿上日記 十八日、はるゝ／ 十
九日、はる  ゝ

廿日、はるゝ、ゆきふ
る／ 廿一日、はる  ゝ

廿九日、はるゝ／ 十
二月一日、はる  ゝ

十一日、はるゝ／ 十二日、は
るゝ／ 十三日、はるゝ／ 十四
日、はるゝ／ 十五日、はるゝ／
十六日、はる  ゝ

Ｄ 慶長日件録 十八日、晴／ 十九日、
晴 

廿日、晴／ 廿一日、
晴 

廿九日、晴／ 十二月
朔＜天気不記＞ 

十一日、晴／ 十二日、晴／ 十
三日、晴／ 十四日、晴／ 十五
日、晴／ 十六日、晴 

Ｅ 時慶記 
 

十八日、天晴、小寒ニ
入／ 十九日、天晴 

廿日、天晴／ 廿一
日、天晴、時々雪散 

廿九日、天雨／ 十二
月一日、暁天風雨、午
晴 

十一日、天晴陰、暁ハ雪少散／
十二日、天晴／ 十三日、天晴、
暁ハ雪少散、明テ風烈／ 十四
日、天晴寒／ 十五日、天晴、寒
風如昨／ 十六日、天晴 

Ｆ 舜旧記 十八日＜天気不記＞／
十九日＜記事なし＞ 

廿日／ 廿一日＜記事
なし＞ 

廿九日＜天気不記＞／
十二月一日、天晴 

十一／ 十三／ 十六日＜天気不
記＞／ 十二日、天晴／ 十四日 
＜記事なし＞／ 十五日、天晴、 

G 鹿苑日録 十八、自朝晴天／ 十
九、自朝晴天 

廿日、自朝晴天／ 廿
一、自朝晴天、＜中 
略＞予者雪降故及申
尾歸院 

廿九、自朝晴天、豊光
御下向後連日晴天、不
堪欣然／ 十二月朔、
自朝晴天 

十一、自朝晴天、雪少降／ 十
二、自朝晴天／ 十三、自朝晴天
／ 十四、自朝晴天／ 十五、自
朝晴天／ 十六日、自朝晴天 

 注： 記事の多寡にかかわらず天気記事のみを記す．干支も省略した．複数日の記事を記す場合，日付の区切りを「／」で示す．＜ ＞ 内
は本論文著者 (石橋) の注記である． 
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